


定期監査「指摘事項」に係る措置状況一覧 

 

【措置を講じた部局：生月支所地域振興課】 

区 分 内容 措置 

指導事項 １ 例規の整備について 

平戸市集落排水処理施設条例施行規則に

おいて、表題と本文に相違がある様式がみら

れたので、適正な例規整備に努められたい。 

 

令和４年９月 26日規則 39号にて全部改正し

ております。 

指導事項 ２ 平戸市生月大橋公園の指定管理にかか

る管理物品について 

平戸市生月大橋公園の管理に関する基本

協定書に規定されている管理物品について、

当施設開業時から指定管理者が長年使用し、

劣化が進み使用不能なものもあると思われ

るが、平戸市物品管理規則に基づく定期的な

検査が実施されていない。このことから、管

理物品と台帳について、定期的に照合の上、

整理し、必要に応じて廃棄などの処分をされ

たい。また、管理物品一覧表の項目で、「分

類」「品目」「数量」「設置場所」の区分はあ

るものの「購入金額」、「購入年月日」、「規格・

型番」など必須と思われる項目が記載されて

いないので、多岐にわたる物品を維持管理す

るなかで、必要な項目を洗い出し、管理物品

一覧表の更新を検討されたい。 

 

 

 

令和 4年度末に生月大橋公園の担当者立会い

の下、検査を実施しております。 

 また、一覧表についても項目を精査し、訂正

しております。 

意見 １ 公衆トイレの維持管理について 

生月支所では、観光施設などに付随する公

衆トイレを 13 か所管理しており、ほとんど

の公衆トイレにおいては、施設等利用者の需

要に応じ利用されていると思われる。 

そのうち、観光施設であるクルスの丘公園

の公衆トイレは、水道使用量の実績などから

通年にわたり、ほとんど利用がされていない

状況が伺える。 

これは、クルスの丘公園のトイレ入口に目

隠し用の仕切板が設置されていないことな

どが要因と考えられるので、今後の維持管理

について検討されたい。 

また、同公園においても年間を通して除草

等の業務委託がなされているが、夏季期間に

おいて草木が繁茂している状態も見受けら

れるので、除草の時期や回数の見直しなどを

あわせて検討されたい。 

 

クルスの丘公園のトイレは現状、苦情がない

ことから経過観察中です。 

 除草作業は、令和 5年度から委託先を変更し

たことに併せて、時期を見直し回数を増やして

おります。 

意見 ２ 土地の賃借料について 

令和３年 12 月に策定された「平戸市公共

施設用地に係る借地料等についての基本方

針」の中で、借地料算定基準は「当該土地の

前年度固定資産税課税標準額×6.4％＝借上

 

御崎野営場は、令和 4年度をもって契約を解

除しており、令和 5年度からは民間会社が運営

することになります。 

他の借地については、所有者と用地取得を含

め継続協議中です。 



料基準額（年額）」と示されている。 

生月支所管内における令和４年度借地料

については、令和３年度までの借地料を踏襲

し、契約を締結している。これは、同基本方

針が令和３年 12 月に策定されたことから当

初予算に反映できなかったと思料されるが、

今後の契約にあっては、同借地料算定基準に

基づき、所有者と協議を進め、借地料の改定

に努められたい。 

また、借地の中には、数十年間にわたり賃

貸借契約を締結しているものもあることか

ら、借地上に設置されている当該施設の必要

性やニーズに応える有効性が認められるの

であれば、借地は必要最小限に止め、用地取

得について検討されたい。 

意見 ３ 書類倉庫の整理について 

生月支所４階に書類倉庫（２か所）がある

ものの多くの書類については、整理整頓がさ

れないまま保管されており、スペースの有効

活用も図られていない。 

現状のままでは、混然とし、いざ必要な書

類を探す場合など、即座に見つけることがで

きず、貴重な時間を浪費することにもつなが

るので、重要書類（保存書類）と廃棄書類を

判別の上、誰でも検索しやすい項目に分類す

るなど整理に努められたい。 

 

一般文書は、通常業務の合間に整理していま

すが、重要文書は廃棄等について本庁と協議が

必要となってきます。 

 



定期監査「指摘事項」に係る措置状況一覧 

 

【措置を講じた部局：大島支所地域振興課】 

区 分 内容 措置 

指導事項 １ 例規の整備について 

下記の例規について、条文と別表間及び条

文と様式間に字句の相違、引用条項の誤り等

がみられたので、適正な例規整備に努められ

たい。 
・平戸市あづち大島いさりびの里条例施行規則 

・平戸市ふるさと大島情報提供施設条例施行規則 

・平戸市ふるさと大島情報提供施設運営協議会規則 

 

令和４年 11 月開催の例規審査委員会に付

し改正済です。 

指導事項 ２ 契約事務について 

令和２年度及び令和３年度の大島保育所

における各契約事務において、下記のような

事案が複数みられたので、平戸市契約規則な

どの関係例規に基づき、適正な事務処理をさ

れたい。 

(1)随意契約等価格決定伺いについて 

随意契約等価格決定伺いの中で、見積り合

せの項目はあるものの業者決定の項目が記

載されていなかった。 

(2)検収調書について 

備品及び消耗品を購入するにあたり、契約

締結しているが、当該契約業務の履行を確認

した際に作成されるべき検収調書が作成さ

れていなかった。 

 

 

 

 

 

 

(1)起案のひな形を職員共有し事務を行って

います。 

 

 

(2)平戸市契約規則及び物品管理規則を遵守

するよう指導を行いました。 

指導事項 ３ 平戸市あづち大島いさりびの里（漁火

館）にかかる旅館賠償責任保険について 

平戸市あづち大島いさりびの里（漁火館）

の管理に関する基本協定書の中で、漁火館に

おける保険については、委任者（平戸市）が

「建物共済」を付保し、受任者（指定管理者）

が「動産保険」を付保するようになっている

が、これ以外の保険の付保については規定さ

れていない。 

その一方で、実際は受任者（指定管理者）

が、「動産保険」に加え、基本協定書に規定

されていない「食中毒保険」について、付保

している状況である。 

しかしながら、この保険だけでは万が一補

償を要する事故が発生した場合、第三者への

迅速かつ適切な補償ができないため、宿泊事

業者の備えとしては十分とは言い難い。 

このようなことから、宿泊や休憩のお客様

等にかかる「施設及び業務における事故」、

「販売・提供した飲食物若しくは商品による

事故」、「保管又は管理する財物の事故」等に

対処できる「旅館賠償責任保険」について、

受任者（指定管理者）と協議のうえ早急に付

第 31 条 本業務の実施に当たり、委任者が

付保しなければならない保険は、次のとお

りである。 

(1) 建物共済 ホテル 

２ 本業務の実施に当たり、受任者が付保し

なければならない保険は、次のとおりであ

る。 

(1) 動産保険 

(2) 第三者賠償保険 

 

以上のように基本協定書に規定し、指定管

理者が保険に加入しています。 



保されたい。 

また、責任の所在を明確にするためにも基

本協定書の中に「保険名称」及び「負担区分」

等について、明文化されたい。 

指導事項 ４ 平戸市あづち大島いさりびの里（漁火

館）の指定管理にかかる管理物品について 

平戸市あづち大島いさりびの里（漁火館）

の管理に関する基本協定書に規定されてい

る管理物品について、当施設開業時から指定

管理者が長年使用し、劣化が進み使用不能な

ものもあると思われるが、平戸市物品管理規

則に基づく定期的な検査が実施されていな

い。 

このことから、管理物品と台帳について、

定期的に照合の上、整理し、必要に応じて廃

棄などの処分をされたい。 

 

管理物品と備品台帳を整合し使用不可の

物品は廃棄処分を行い台帳整備を行いまし

た。 

意見 平戸市あづち大島いさりびの里（漁火館）事

業について 

いさりびの里（漁火館）は、大島村におけ

る誘客の拠点施設として平成９年８月に整

備され、築後 25 年が経過している。 

経年劣化に伴い、令和２年度においては台

風被害による大型置物の修繕、屋外便所の屋

根修繕に加え、火災警報設備受信機の取替、

浄化槽マンホール蓋取替工事などを、令和３

年度においては火災通報装置専用電源改修、

浴場関係器具取替修繕工事、厨房給湯設備改

修工事、高圧受電設備改修工事など多くの維

持補修工事が施工されている。 

また、直近では外壁における亀裂発生や屋

根瓦の破損、水道給水管からの漏水などが頻

発しており、今後も建物の老朽化に起因する

施設・設備面における不具合箇所の増加とそ

の解消に向けた相応の費用と時間を要する

ことは容易に想定できる。 

これらのことから、いさりびの里（漁火館）

事業について、総合的な改修工事を含め、需

要度・経済性・地域性等を考慮しつつ検討し、

一定の方向性を見出す時期を迎えていると

思われる。 

令和４年度２次補正予算事業である地域

一体となった観光地・観光産業の再生・高付

加価値化事業の採択を受け、令和６年度事業

として実施するよう準備を進めています。 

 


